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第 9 回 国頭トレイルランニング大会にて虫媒介感染症予防の啓発活動を実施 

(沖縄県とアース製薬の包括連携協定に基づく取組) 
 
マダニが媒介する感染症である重症熱性血小板減少症候群（SFTS）が、全国では過去最多の発
生件数となっており、県内でもこれまでに重症熱性血小板減少症候群（SFTS）、日本紅斑熱などの
事例が報告されていることから、大会の安全安心な運営のため、国頭トレイルランニングの会場に「虫ケア
ステーション」を設置しました。 
約 1500 名が参加した当大会のスタート地点にて、参加者への虫よけ剤の塗布や、虫媒介感染症の
予防についてパネル展示等で啓発する活動を行いました。 
この取組は、沖縄県とアース製薬株式会社の包括連携協定の一環として実施されたものです。 
 
＊虫ケアステーションとは 
 虫媒介感染症のリスクを紹介し、虫よけ剤の正しい使い方を提案するためのアース製薬オリジナルのブ
ース。当ブースでは、「サラテクト」を実際に用いながら虫よけ剤の正しい使い方を伝え、蚊・マダニやヤマビ
ル等の害虫や被害症例も展示することで虫ケア啓発を行う 
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【実施 イメージ】

【展示パネル】


